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研究要旨 

各学会が提供するがん診療ガイドラインは、医療従事者に対する有用な情報として確

立している。特に、日本癌治療学会が運営する「がん診療ガイドラインホームページ jsco-

cpg.jp」は、医療従事者に対する有効な情報を提供し、ガイドラインに伴うアウトカムの

改善などが認められている。今後は、より一層のガイドラインの成熟化への方向性と、患

者さんと家族の側からのわかりやすい情報の構築が必要である。 

Ａ．研究目的 

将来に亘って持続可能ながん情報提供と相談支

援の体制確立に向け、 急速に多様化する がん情

報ニーズに迅速かつ正確対応するため All Japan ”

でのがん情報提供体制あり方を提言すること。 

 

Ｂ．研究方法 

癌治療学会が提供するがん診療ガイドラインの

情報の質の評価と、利用頻度、アウトカムの評価

などを行った。 

 

（倫理面への配慮） 

倫理的な面での対応は必要ない内容である 

 

Ｃ．研究結果 

日本癌治療学会は、「がん診療ガイドラインホー

ムページ jsco-cpg.jp」事業を運営し、臓器横断的

な学会として、診療ガイドライン公開事業で、貢

献を果たしてきた。ここ数年で爆発的にアクセス

が増加し、現在 1 万件/日以上のアクセスを記録し

ている。その利用者は、医療従事者利用が 88％で、

患者さんの利用は少ない。医療従事者としては、

医師と薬剤師が各 30％強の利用であった。 

Ｄ．考察 

日本癌治療学会が運営する「がん診療ガイドラ

インホームページ jsco-cpg.jp」は、医療従者に対

する有効な情報を提供している。今後は、ガイド

ラインに伴うアウトカム検証など、より一層のガ

イドラインの成熟化への方向性を目指す。 

 

Ｅ．結論 

各学会が提供するがん診療ガイドラインは、医

療従事者に対する有用な情報として確立している。

特に、日本癌治療学会が運営する「がん診療ガイ

ドラインホームページ jsco-cpg.jp」は、医療従事

者に対する有効な情報を提供し、ガイドラインに

伴うアウトカムの改善などが認められている。今

後は、より一層のガイドラインの成熟化への方向

性と、患者さんと家族の側からのわかりやすい情

報の構築が必要である。 

 

Ｆ．健康危険情報 

特になし 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 2. 実用新案登録 3. その他 

なし 
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